
　大会本部は、会場において感染防止対策に向けた準備を行うとともに、参加チームに対し、

感染防止のために選手・スタッフが遵守すべき事項を明確にして事前に連絡し協力を求め

ることが重要です。

大会本部及び参加チームはそれぞれ感染対策責任者を設置し、事前、試合日、事後に

お互いが連絡を取り合える環境を構築してください。 

 大会本部が参加予定チームの選手・スタッフに対して事前に求める感染拡大防止のための

措置として、以下の項目が挙げられます。大会本部の感染対策責任者は参加予定チーム

の感染対策責任者に対し、以下の項目を競技会開催前に伝えてください。また運営に

関わる役員、会場スタッフ、その他関係者全員に対しても同様に 事前伝達してください。 

① 以下の事項に該当する場合は自主的に参加を見合わせること

 

  いる国、 地域等への渡航又は当該在住者との濃厚接触がある場合

②  参加者全員がマスクを着用する 

③  参加者全員の健康チェックリストを作成し提出してもらう※

④  競技会に参加する上で大会本部が示す注意事項を遵守してもらう

⑤  イベント中に誰とどのくらいの距離で何分くらい話したか、その時にマスクを着用していたか

     など、 他人との接触状況を記憶しておく。（感染者発生発覚の際の濃厚接触者特定

     に役立ちます） 

※健康チェックリストには以下の事項を記載してもらってください。（サンプルあり）

①  氏名、生年月日、住所、連絡先（電話番号、Emailアドレス） 

 ※個人情報の取扱いに十分注意する

②  イベント  2週間前から当日までの体温

③  競技会前における以下の事項の有無

 

   いる国、 地域等への渡航又は当該在住者との濃厚接触がある場合 

これらの事項を、事前に参加チームへメール等で展開する。また当日に紙で配布するなど、

周知徹底をお願いいたします。

サッカー競技会開催時の感染防止ガイドライン(2020年7月4日)

一般社団法人神奈川県サッカー協会第4種少年少女部会

《　参加者への連絡事項　》

１．事前の対応 



  

⑴ 諸室 運営諸室を使用する場合は以下の対応を行ってください。

    ドアノブを介した接触感染 を防ぐ。

 

   ないよう配慮する。  

 

⑵ 手洗い場所 関係者、参加チームの選手・スタッフ、マッチオフィシャルが競技会の際に手洗い

 をこまめに行えるよう、以下の対応を行ってください。 

 （布タオルや手指を乾燥させる設備については使用しないようにする。）

⑶ トイレ トイレについても感染リスクが比較的高いと考えられることから、大会本部は、

以下の対応を行っ てください。

  (布タオルや手指を 乾燥させる設備については使用しないようにする。）

⑷ ロッカールーム ロッカールームは３つの密が揃うため、感染リスクが比較的高いと考えられます。

大会本部は、ロッカールームを使用する場合、以下の準備を行ってください。

 

   別室を用意する、または外部にテントを設置する措置を講じる。 

   ロッカーの取手、テーブル、椅子、マッサージベッド等）については消毒する。

チームの注意事項 

２．競技会会場における感染防止対策  

大会本部は、以下の点に留意して会場の設営、競技会運営を行ってください。



⑸ 審判控室 大会本部は、審判控室を使用する場合、以下の準備を行ってください。

   設置する措置を講じる。 

 （ドアノブ、ロッカーの取 手、テーブル、椅子等）については消毒する。 

⑹ ベンチ ベンチは間隔を空けて座れるよう、テント等で追加ベンチを設置してください。

尚、暑熱対策上、 屋根なしで椅子を並べるのは不可とします。 

一日に同会場で複数試合を行う場合は、試合終了毎にベンチの消毒を行って

ください。 

⑺ 来場者対応   感染観察都道府県において観客を入れる、または限定的に入れる判断は、

開催自治体の方針に従ってください。

公共施設、学校グランドを使用する場合は、その施設の決まりを守り、事前通達に

それを記載すること。

事前通達 競技会に観戦者を入れる場合には、観戦エリアにおいて3つの密を避ける対応が

求められます。以下の留意事項について、周知を徹底してください。

 

  は控える 

試合当日 競技会に観戦者を入れる場合には、以下の点に留意してください。 

  には直接注意する。 

ゴミを収集する際は、マスクや手袋を必ず着用してください。

ゴミはビニール袋に入れて密閉して縛り、廃棄してください。

マスクや手袋を脱いだ後は、必ず石鹸と流水で手を洗い、手指消毒してください。 

審判員の注意事項

⑻ ゴミの廃棄方法 



⑼大会当日におけるチームへの伝達事項 

大会本部の感染対策責任者は、運営に関わる注意事項、チームへの依頼事項

として以下の項目を参加チームに伝えてください。

 

  配慮する

※上述の伝達事項は、参加チームが競技会参加にあたり留意すべき事項でもあります。

  競技会参加にあたって、大会本部感染対策責任者から各チームの感染対策責任者に 

  事前に伝達するようにしましょう。

 

これら⑴~⑼を実施しても感染リスクをゼロにすることはできません。大会本部、参加チームは、

その点 を理解した上で、競技会に参加してください。 

また、各諸室の窓、ドアの開放、運営関係者及びチーム関係者全員にマスク着用を義務化

することにより、熱中症を発症するリスクが高まります。こまめな水分補給を心掛けましょう。 

 

・ 　万が一感染が発生した場合に備え、個人情報の取り扱いに十分注意しながら、競技会

当日に参加選手・スタッフ、運営関係者から提出された健康チェックシートを、少なくとも

１ヶ月間保存しておくようにしてください。 

・ 　競技会終了後３日以内に、各チームの感染対策責任者に連絡を取り、具合の悪い選手

やスタッフがいないか確認してください。 

・ 　万が一運営スタッフの中から競技会終了後14日以内に新型コロナウイルス感染症の感染

が判明した場合は、保健所の指示に従うとともに、主管FAにその旨ご報告ください。

・ 　また、チームから競技会終了後14 日以内に感染者発生の報告があった場合にも、同様に

その旨主管FAにご報告ください。 

３．事後対応 


